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1 はじめに
MetaTrader5（MT5）と Pythonで，様々なインジケータを利

用して自動売買を行うシステムの開発を行っている．研究の背景
や目的などについては，しっかりとした文にまとめることができ
ていないため，今後まとめていく必要がある．

2 TA-Lib
前回の研究紹介をした際に，使用するインジケータの計算は

Pythonで簡単にテクニカル指標が計算できる「pyti」というラ
イブラリを使用することにしていた．しかし，うまく pytiのプ
ログラムが動かなかったため，pytiと同じように Pythonでテク
ニカル指標が計算できる「TA-Lib」というライブラリを使用す
ることにした．

図 1: TA-Libでインジケータを計算するプログラム (一部)

上の図 1からわかるように，TA-Libを使うこと１行のコード
でインジケータの計算を行うことができる．

3 進捗状況
今回は，TA-Libを使ったインジケータの計算が実際に行うこ

とができるのかを確かめるために，まずは過去データを用いてイ
ンジケータの計算を行った．計算結果が以下の図 2である．初め
の方の空白部分は計算に使うための情報が揃っていないため計算
が行われていなかった部分である．

図 2: 過去データを用いたインジケータの計算結果

これにより実際にTA-Libを用いてインジケータの計算を行う

ことができることが確認できたため，今度はMT5を使って実際
に自動売買をすることができるか確認した．平松くんが作成し
ていたプログラムの中で，売買ルールに関係している部分を自身
が作ったものに書き換え，実際に動かした．今回は単純移動平均
(SMA)を用いたゴールデンクロス・デッドクロスで売買を決定
している．その際の売買の結果が以下の図 3である．

図 3: SMAを用いた売買の結果

元々の平松くんのプログラムと同じように SMA単体だけでは
勝てないことが見てわかる。

4 おわりに
使用するライブラリを変更することにした．こちらのライブ

ラリは実際に動くことが確認できたので，今後は使用するインジ
ケータの選別とそれを用いた売買ルールの設定・動作確認を急ぐ
と共に，研究の肝である機械学習での売買ルールの選別方法を考
える部分に取り掛かりたい．
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